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Webページ
 Webページ他教科リンク

 他教科リンク

（数字は，「新しい保健体育」の教科書ページ）

理科　呼吸の働き・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22
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理科　地震に備えるために・・・・・・・・・・・・・・・・72
理科　自然環境の調査と保全・ ・・・・・・・・・・ 141
社会（公民）　
       公害の防止と環境の保全・・・・・・・・・・ 141
社会（公民）　地球環境問題・・・・・・・・・・・・・・ 141
社会（公民）　社会保障の仕組み・・・・・・・・・ 160
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家庭　幼児の心の発達・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・31
家庭　災害に備えた住まい・・・・・・・・・・・・・・・・・72
家庭　健康で快適な室内環境・ ・・・・・・・・・・ 136
家庭　持続可能な社会・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 141
家庭　食品の保存と食中毒の防止・・・・・・ 151

東京書籍製作の関連するWebページを見ることができます。東京書籍発行の中学校他教科の関連するページ
を見ることができます。

▲「新しい科学2年」（東京書籍）　p.158

▲「Edu Town SDGs」（東京書籍)より
小学生から中学生を対象としたWebサイトです。SDGsの各目標を通してグローバルな視点
で地球の未来を考え，自分たちにできることを考える教材を提供しています。

▲「Edu Town あしたね」（東京書籍)より
パラスポーツだけでなく，たくさんの仕事人のインタビューが掲載されています。小中学生の
ときはどんな夢をみていたのか，今の仕事への情熱や仕事内容を知ることで，将来の仕事につ
いて考えるきっかけ作りとなります。

そのほかの他教科リンク

新課程の教科書では，
教科書とデジタルコンテンツがリンクしています。
「新しい保健体育」では，
具体的な場面を映像と音声で伝える動画教材，
数値を入力したり画面をタップしたり，
試行錯誤できるシミュレーション教材など，
質の高い50のオリジナルコンテンツを用意しました。
授業はもちろん，家でも，手軽にコンテンツを
呼び出して学びを深めることができます。

「新しい保健体育」

充実の
Dマークコンテンツ
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新学習指導要領では，保健分野に初めて技能の内容が加わりました。
そこで，技能を映像と音声で確認できるよう，質の高いDマークコンテンツを豊富に用意しました。

保健の技能の習得を助ける動画コンテンツ 心肺蘇生法（教科書p.81-83）

応急手当
（教科書p.77-78）

呼吸の確認

理論編
専門家の解説

実践編
呼吸法

実践編
ストレッチ

胸骨圧迫

日本赤十字社の技能指導の下に制作しています。
「包帯法」では，巻き包帯による実践，固定具を使用した実践，三角巾による実践を紹介しています。

「心肺蘇生の方法（胸骨圧迫）」では，「心肺蘇生の方法（主な流
れ）」「呼吸の確認」「胸骨圧迫の方法」を紹介しています。

日本赤十字社の技能指導の下に制作しています。

リラクセーション（教科書p.42）

「理論編（専門家の解説）」と「実践編」があります。
実践編では，教科書に掲載されている方法以外の方法も紹介しています。

人工呼吸気道の確保

「心肺蘇生の方法（気道の確保，人工呼吸）」では，「気道の確保」
から「人工呼吸」までの流れを紹介しています。

「AED」では，AEDの器具の操作方法だけでなく，胸骨圧迫や人工呼吸と
組み合わせた心肺蘇生法の流れの中での使用方法を紹介し，実践に役立
つようにしています。
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動 画
 動画

シミュレーション
 シミュレーション

心臓の働きによって血液が体中を循環する様子を，アニメーションで見ることができます。 毛細血管の中を赤血球が流れていく顕微鏡映像を
見ることができます。

運動と脳の関係の研究者が，実験を基に，脳の指令によって筋肉が動い
ていることを科学的に説明しています。

性別，年齢，体重，運動の種類と運動時間を入力すると，
1日に必要なエネルギーの目安が分かります。

照度計を使って，学校のさまざまな場所の照度を測定している様子を見
ることができます。

画面の中から，危険なところや危険を回避するための対策を探して
タップすると，解答が現れます。

学びを深め広げる，そのほかのコンテンツ

自らも薬物乱用経験があり，現在は薬物依存症からの回復をサポートする
施設の本部ディレクターとして働いている人の話を聞くことができます。

過去に実際に起きた自然災害の一次災害，二次災害の様子を見ることが
できます。


